
本会は皆様からの寄付金のみで活動しているＮＰＯ法人であり、公的資金（税金）は一切いただいておりません。

　
と
に
も
か
く
に
も
、
外
国
、
特
に
途
上

国
で
の
暮
ら
し
は
常
に
注
意
が
必
要
だ
。

長
生
き
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
が
、
無
意

味
な
死
に
方
は
避
け
た
い
。

　
一
月
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
小
学
校
に
井

戸
を
三
基
贈
呈
し
た
。
日
本
人
の
善
意
が

水
の
少
な
い
地
域
の
オ
ア
シ
ス
と
な
り
、

命
を
つ
な
い
で
い
る
。

　
今
日
、
明
日
の
飲
み
水
が
な
い
、
食
べ

物
が
な
い
人
た
ち
、
貧
し
い
た
め
学
校
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、

多
少
は
豊
か
に
な
っ
た
私
た
ち
が
支
援
の

手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
、
今
、
な
に
よ

り
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
気

が
あ
っ
て
も
何
を
し
て
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
方
の
た
め
、
私
た
ち
の
よ
う
な
Ｎ
Ｇ

Ｏ
団
体
が
架
け
橋
と
な
り
、
そ
の
気
持
を

お
伝
え
し
て
い
る
。

　
国
力
が
衰
退
傾
向
に
あ
る
昨
今
、
や
や

自
信
を
失
い
か
け
て
い
る
日
本
人
だ
が
、

外
国
に
い
て
思
う
こ
と
は
、
日
本
人
は
世

界
で
も
っ
と
も
素
晴
ら
し
い
民
族
だ
と
い

う
実
感
だ
。
元
気
を
出
そ
う
！！

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　　
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
会

　理
事
長

　根 

岸

　恒 
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途
上
国
で
活
動
す
る
意
義
は
？

途
上
国
で
活
動
す
る
意
義
は
？

　
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
起
き
た
人
質
事
件
で
、

日
揮
の
社
員
ら
、
現
地
の
日
本
人
十
七
人

の
う
ち
十
人
が
命
を
落
と
し
た
。
熱
砂
の

ガ
ス
田
開
発
を
通
し
て
国
際
貢
献
し
て
い

た
企
業
戦
士
に
と
っ
て
、
あ
ま
り
に
も
む

ご
い
仕
打
ち
に
強
い
憤
り
を
感
じ
た
。

　
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
、
日
本
人
の
努
力
に

よ
り
独
立
を
果
た
し
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
ほ
ど
、
我
々
の
先
輩
た
ち
が
多

に
滞
在
中
政
党
間
の
争
い
が
激
化
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
全
土
で
戦
闘
が
始
ま
っ
た
。
外
国

人
に
外
出
禁
止
令
が
出
さ
れ
、
約
一
週
間
、

プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
の
ホ
テ
ル
に
身
を
ひ
そ

め
て
い
た
が
、
日
本
大
使
館
の
尽
力
で
何

と
か
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ホ
テ
ル
に
は
大
勢
の
外
国
人
が
身
を
寄

せ
て
い
た
が
、
日
本
人
は
幾
人
も
い
な

か
っ
た
。
ホ
テ
ル
の
外
で
は
砲
弾
が
飛
び

く
の
貢
献
を
し
、
日
本
の
株
を
押
し
上
げ

て
き
た
が
、
武
器
を
持
た
な
い
日
本
人
に

と
っ
て
、
安
全
が
担
保
さ
れ
な
い
限
り
、

今
後
の
活
動
に
二
の
足
を
踏
ま
ざ
る
を
え

な
い
と
こ
ろ
だ
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
ま
だ
内
戦
を
し
て
い
た

一
九
九
七
年
、
当
時
、
あ
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
事
務
局
長
を
し
て
い
た
私
だ
が
、
活
動

の
た
め
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン

交
い
、
流
れ
弾
で
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
り
、

ホ
テ
ル
の
近
く
で
現
地
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が

射
殺
さ
れ
た
り
し
て
、
と
て
も
怖
い
経
験

を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
幸
い
、
そ
の
後
カ

ン
ボ
ジ
ア
は
平
和
に
な
り
今
日
を
迎
え
て

い
る
が
、
最
近
は
交
通
事
故
や
引
っ
た
く

り
の
恐
怖
に
お
び
え
て
い
る
日
々
だ
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
道
路
が
未
整
備
の

ま
ま
、
車
ば
か
り
が
急
激
に
増
え
、
交
通

一
二
〇
〇
人
を
上
回
っ
た
と
い
う
。

　
盗
難
に
ま
つ
わ
る
事
件
も
起
き
て
い
る
。

バ
イ
ク
タ
ク
シ
ー
の
後
ろ
に
乗
っ
て
い
た

旅
行
中
の
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
が
ひ
っ
た
く

り
に
遭
い
、
バ
イ
ク
か
ら
振
り
落
と
さ
れ

て
命
を
落
と
し
た
。
外
国
人
は
い
つ
も
狙

わ
れ
て
い
る
。

法
規
も
あ
っ
て
な
い
状
態
だ
。
ド
ラ
イ
バ
ー

の
マ
ナ
ー
も
最
悪
で
、
自
ら
気
を
つ
け
て

い
て
も
、
も
ら
い
事
故
の
可
能
性
も
あ
る
。

一
億
三
〇
〇
〇
万
人
の
日
本
の
交
通
事
故

死
が
六
十
一
年
ぶ
り
に
四
五
〇
〇
人
を
下

回
っ
た
と
い
う
の
に
、
一
五
〇
〇
万
人
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
死
者
は
昨
年
一
年
間
でかめに溜めた雨水を飲む農村の子

訪問した二本松ロータリークラブほかの皆様

カンボジアの子どもたちをサポートしてください

クメール教育里親会員募集

※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。

子ども１人につき、１年間３万円。一括納入、分割納入（毎
月 2500 円× 12 ヵ月）のどちらも可。所定の郵便振替用
紙を使ってお振込みください。

学用品、制服、靴などの購入、学校への納付金、お小遣い、
生活資金などに使われます。このほか、現地スタッフの
給料、ガソリン代、事務所家賃など現地でかかる経費、
通信費、印刷費など東京の本部でかかる経費として使わ
れます。

最低１年間単位ですが、少なくとも子どもが学校を卒業
するまでの期間、サポートしていただけたら幸いです。
里子からは年２回、近況を報せる手紙（日本語に翻訳）と
写真が届きます。　　

里親さんからの手紙、プレゼントも里子に届けることが
でき、心あたたまる交流ができます。現地で暮らす里子
に会いにいくための旅行も年３回実施しております。

【年　会　費】：

【会費の使途】：

【サポート期間】：

【里子との交流】：

　長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、大多数
の人々は貧困に苦しんでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校へすら行
けない子どもや、学校へ行けても途中でやめてしまう子どもが後を断ちません。
　本会では、農村の子どもたちが学校へ行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親さ
んを募集しております。
　思えば68年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。カ
ンボジアも食料援助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるように
なりました。豊かになった私たちが、今度は困っているアジアの子ども達を支援する番です。

「
二
本
松
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問

　
一
月
十
四
日
～
十
八
日
、
福
島
県
の
「
二
本
松

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
メ
ン
バ
ー
ら
五
人
が
カ

ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
、
小
学
校
に
井
戸
を
一
基
寄
贈

し
た
ほ
か
、
訪
問
し
た
四
つ
の
小
・
中
学
校
な
ど

コ
ー
ダ
を
寄
贈
し
た
。

　
ま
た
一
行
は
、
一
緒
に
同
行
し
た
桑
原
淑
子
さ

ん
（
二
本
松
市
・
里
親
会
員
）
の
ピ
ア
ニ
カ
に
よ

る
音
楽
指
導
を
見
学
、
日
帰
り
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ

ト
観
光
も
楽
し
ん
だ
。

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
も
あ
る
福
島
県
二

本
松
市
か
ら
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
の
意
義
は
深
く
、

訪
問
し
た
皆
さ
ん
か
ら
、
震
災
や
原
発
被
害
の
様
子

が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
語
ら
れ
た
。

　
二
本
松
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
高
橋
会
長
は
井

戸
贈
呈
式
の
中
で
「
私
た
ち
も
負
け
ず
に
頑
張
っ

て
い
る
の
で
皆
さ
ん
も
頑
張
っ
て
勉
強
し
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

に
学
用
品
購
入
な

ど
に
使
っ
て
も
ら

お
う
と
、
寄
付
金

を
持
参
し
た
。
ま

た
、
日
本
か
ら
持

参
し
た
ボ
ー
ル
ペ

ン
を
生
徒
た
ち
に

配
布
し
た
り
、
三

つ
の
小
学
校
へ
現

地
で
購
入
し
た
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
レ

きれいな井戸水を飲む子どもたち

お店に飾られた子どもたちが作ったペンダント クマエ ･ ユーンを経営する高橋さん（左は訪問した根岸理事長）

　本会がカンボジアのコンポンスプー県で運営する児童養護施設「夢ホーム」にアク
セサリー製作技術を学ぶ、「夢工房」ができ、５月で丸２年が経過する。
　工房を主宰する榎戸徹彦さん（横浜市・里親会員）は、隔月に技術修得のため講習
会を開いているが、約２年間で講習会の数が10回に達した。
　技術を学ぶ生徒たちは夢ホームや地域の村で暮らす子どもたち。講習会の成果が
徐々にあらわれ、アンコールワットで有名なシェムリアップにあるカンボジア雑貨店
「クマエ・ユーン」にて、製品として販売するまでに腕前が向上した。
　店に展示したのは２種類のペンダント、大きいものが58ドル、小さいものが48ドル
で販売、本物の銀製品なので結構売れているという。売れた代金の一部が製作した子
どもたちのお小遣いや工房の運営費に充当される。
　将来、子どもたちの自立に結びつく職業訓練として注目される。

子どもたちの製品がシェムリアップの雑貨店に陳列

小学校で勉強する里子

2013年（平成25年）3月1日
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幸福を、平和を、豊かな心を、
カンボジアの友と分かち合おう
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児童養護施設《夢ホーム》日記 児
童
養
護
施
設《
夢
ホ
ー
ム
》
日
記

１月に完成した井戸の内訳
／ ネームプレートに記されたお名前など 学校名 生徒数 学校の所在地

① 二本松ロータリークラブ様 プレイベン小学校 614人 コンポンスプー県ウドン郡

② カンボジアの君たちが大好きな日本人より ラスメイサマキー小学校 537人 コンポンスプー県ウドン郡

③ 佐野和俊様 バーティー小学校 631人 コンポンチャム県バーティー郡

※通算の井戸設置数（2003年〜）＝221基（１月現在）

1月はカンボジアの小学校に3つの井戸が完成

　１月15日、二本松ロータリークラブの皆さんが出席し、コンポンス
プー県内の小学校で井戸の贈呈式が行なわれた。（１面に掲載）
　また１月18日、佐野和俊さん（愛知県安城市・会員）が資金提供し、
コンポンチャム県内の小学校で井戸の贈呈式が行なわれた。佐野さん
は子どものころ水に苦労した思いがあり、一昨年カンボジアを訪問した
際に水不足に悩むカンボジアの実情に心を痛め、この程の井戸贈呈に
つながった。
　１月14日には、夢ホームに近い小学校で、匿名の方による井戸の贈呈
式があった。

二本松ロータリークラブの皆さんが訪問

　１月 16 日、二本松ロータリークラブの皆さんら５人
が訪問、子どもたちと交流し昼食をともにした。子ども
たちの育成資金にと寄付金をいただいた。子どもたちは
カンボジアの歌を歌い、歓迎した。

二本松ロータリークラブの皆さんと

お米いただきました

　１月16日、二
本松ロータリー
クラブの皆さんと
一緒に見えた桑
原淑子さんと青
木孝子さんから、
お米（２袋）を
いただいた。お米を寄贈してくれた桑原さん、青木さんと

　
一
月
九
日
～
十
一
日
、
板

金
加
工
技
術
修
得
の
た
め
の

職
業
訓
練
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
も

の
作
り
技
能
講
習
会
」（
第

十
五
回
）
が
児
童
養
護
施
設

「
夢
ホ
ー
ム
」
に
あ
る
職
業
訓

練
棟
で
開
催
、
夢
ホ
ー
ム
で

暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
や
近
所

の
子
ど
も
た
ち
（
八
人
）
が

参
加
し
た
。
鈴
木
千
雄
さ
ん

（
愛
知
県
あ
ま
市
・
里
親
会
員
）

が
技
術
指
導
し
た
。

　
今
回
は
、
前
回
の
続
き
で

化
粧
箱
と
洗
面
器
を
製
作
し
、

立
派
な
製
品
が
完
成
し
た
。

　
次
回
（
第
十
六
回
）
の
講

習
会
は
、
三
月
十
三
日
～

十
五
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　
日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院
（
本
校
＝
東
京
都
台

東
区
）
の
専
任
講
師
で
、
自
宅
に
も
工
房
を
持
つ

榎
戸
徹
彦
さ
ん
（
横
浜
市
・
里
親
会
員
）
が
夢
ホ
ー

ム
内
に
「
夢
工
房
」
を
作
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

職
業
訓
練
と
し
て
、
鋳
造
に
よ
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー

制
作
の
技
術
指
導
を
し
て
い
る
。

　
一
月
九
日
～
十
二
日
、
第
十
回
の
技
術
講
習

会
が
行
な
わ
れ
、
夢
ホ
ー
ム
や
村
に
住
む
子
ど

も
た
ち
（
六
人
）
が
参
加
し
た
。

　
講
習
会
は
、
一
昨
年
の
五
月
に
ス
タ
ー
ト
し

今
回
が
十
回
目
と
な
っ
た
。
技
術
を
学
ぶ
子
ど

も
た
ち
の
習
熟
度
に
も
格
差
が
で
き
、
そ
れ
ぞ

れ
に
合
っ
た
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

　
次
回
の
講
習
会
は
、
三
月
二
十
六
日
～

二
十
九
日
を
予
定
し
て
い
る
。

訓練指導する鈴木千雄さん

和服姿でピアニカを指導する桑原さん

佐野和俊さんが小学校に寄贈した井戸

訓練の様子

第
十
五
回
「
も
の
作
り
技
能
講
習
会
」
開
催
（
夢
ホ
ー
ム
）

第
十
回
「
鋳
造
に
よ
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
技
術
講
習
会
」（
夢
ホ
ー
ム
）

スタッフが 5 人に増える

ベンチセットをいただきました

　カンボジア政府（福祉省）から指導
があり、政府が認証する養護施設にな
るため、この程スタッフを 2人増員し
た。新規に園長と男性保母を採用、今
年から 5人の体勢で子どもたちをケア
することになった。

（写真：左から園長のソン・チャエム、男性保母
のニェム・サムアット、女性保母のキー・スレイ
ネット、料理人のサーウ・サレット、警備員のクォ
ン・ドック）よろしくお願いします

　夢ホームの庭には大きな
木がたくさんあるが、ベン
チがひとつしかなくて不便
を感じていた。この程、神
奈川県藤沢市の米倉貴美子
さんがベンチセットを寄贈
してくれた。子どもたちは
ここで勉強したり仲間と雑
談している。立派なベンチセットをありがとうございました

＊児童養護施設《夢ホーム》は両親や片親を亡くしたり、親がいても家
庭的に恵まれない子どもたちの生活の場として、会員の皆様のご厚意
により、2009 年１月に建物が完成、同年３月に開園しました。現在、
５歳から 15 歳までの 17 人の子どもたちが入園、近所の小・中学校
へ通学しています。

■
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
通
勤
手
段

■
ゴ
ミ
を
集
め
る
子
ど
も
た
ち

■
規
制
の
な
い
ガ
ソ
リ
ン
販
売

■
た
く
ま
し
い
椰や

子し

の
木

■
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
蛇
は
縁
起
が
よ
い

■
〝
た
に
し
〟
を
売
る
少
女

■
歯
磨
き
の
習
慣
を
つ
け
よ
う

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
電

車
や
バ
ス
と
い
っ
た
公

共
の
乗
り
物
が
な
い
た

め
、
通
勤
に
は
ほ
と
ん

ど
の
人
た
ち
が
車
を
利

用
し
て
い
る
。
車
と
い

え
ば
聞
こ
え
が
い
い

が
、
数
十
人
も
の
労
働

者
が
狭
い
ト
ラ
ッ
ク
の

　
プ
ノ
ン
ペ
ン

な
ど
の
都
会

で
、
空
缶
や

ペ
ッ
ボ
ト
ル
な

ど
を
拾
い
、
生

活
資
金
に
し
て

い
る
子
ど
も
た

ち
を
よ
く
見

か
け
る
。
最
近

は
、
ゴ
ミ
処
理

場
で
の
収
集
が

で
き
な
く
な
っ

た
た
め
、
街
の

な
か
で
収
集
す

る
子
ど
も
た
ち

　
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
は
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
の
ほ

か
、
バ
イ
ク
用

に
ビ
ン
に
入
っ

ウォッ
チ!

カンボ
ジア

荷
台
に
押
し
込
ま
れ
、
自
宅
か
ら
工
場
ま
で
往

復
す
る
の
が
普
通
だ
。
月
給
は
平
均
で
八
千
円

前
後
と
い
う
。（
写
真
提
供
＝
鈴
木
千
雄
様
）

が
増
え
た
よ
う
だ
。
こ
の
子
た
ち
は
多
分
学
校

に
行
っ
て
な
い
の
だ
ろ
う
。

（
写
真
提
供
＝
鈴
木
千
雄
様
）

た
ガ
ソ
リ
ン
を
販
売
し
て
い
る
。
外
国
人
が

ジ
ュ
ー
ス
の
ビ
ン
と
見
間
違
え
る
こ
と
が
あ
る

と
い
う
。ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
よ
り
安
価
だ
が
、

純
度
に
保
証
が
な
い
。

　
落
雷
に
遭
い

一
旦
は
死
滅
し

た
よ
う
だ
が
、

そ
の
後
芽
を
吹

き
、
曲
が
り
な

が
ら
も
た
く
ま

し
く
育
つ
椰
子
の
木
を
発
見
し
た
。「
何
事
に

も
く
じ
け
な
い
で
頑
張
ろ
う
」
と
い
う
、
人
間

へ
の
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
よ
う
だ
。

　
今
年
は
へ

び
年
だ
が
、

カ
ン
ボ
ジ
ア

の
建
物
の
屋

根
に
は
へ
び

が
乗
っ
て
い

る
。
縁
起
物

と
し
て
珍
重

さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

は
〝
た
に
し
〟
を
売

っ
て
い
る
子
ど
も

を
よ
く
見
か
け
る
。

コ
ッ
プ
一
杯
で
十

円
程
度
と
安
く
、

お
や
つ
代
わ
り
に

食
べ
る
そ
う
だ
。

　
農
村
の
小
学
校

を
訪
問
し
た
と
き
、

教
室
に
歯
ブ
ラ
シ

の
入
っ
た
ケ
ー
ス

を
見
か
け
た
。
欧

米
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
指
導

に
よ
る
も
の
ら
し

い
。
都
会
で
は
そ

う
で
も
な
い
が
、

農
村
で
は
ま
だ
歯

磨
き
の
習
慣
が
な

い
よ
う
だ
。

　
一
月
十
四
日
～
二
十
四
日
、
桑
原
淑
子
さ
ん
（
福
島
県
二
本
松
市
・
里
親
会
員
）
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
、
小
学
校
と
中
学
校
で
ピ
ア
ニ
カ
の
音
楽
指
導
を
行
な
っ
た
。
友

人
の
青
木
孝
子
さ
ん
が
音
楽
指
導
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
た
。

　
一
月
十
四
日
の
午
後
、
昨
年
も
音
楽
指
導
し
た
「
チ
ャ
イ
チ
ョ
ッ
プ
中
学
校
」
を
訪

問
、
十
人
の
生
徒
を
対
象
に
行
な
っ
た
。
十
六
日
と
十
七
日
は
昨
年
、
桑
原
さ
ん
ら
が

井
戸
を
寄
贈
し
た
「
ト
ロ
ピ
ア
ン
ク
ロ
レ
ン
小
学
校
」
に
て
、
生
徒
二
十
人
を
対
象
に

行
な
っ
た
。

　
初
め
て
指
導
し
た
「
ト
ロ
ピ
ア
ン
ク
ロ
レ
ン
小
学
校
」
は
初
歩
か
ら
の
教
授
だ
っ
た

が
、
何
と
か
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
吹
け
る
ま
で
に
上
達
し
た
。
三
月
に
は
、
宮
川
公
子
さ
ん

（
宮
城
県
石
巻
市
・
里
親
会
員
）
が
同
校
を
訪
問
し
、
音
楽
指
導
を
継
続
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
ピ
ア
ニ
カ
は
、
桑
原
さ
ん
が
持
参
し
た
物
と
、
宮
川
公
子
さ
ん
が
寄
贈
し
た
物
を

使
っ
た
。

桑
原
さ
ん
が
ピ
ア
ニ
カ
に
よ
る
音
楽
指
導
♪♬
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里子家庭訪問記録
名前：チョップ・スレイオン
年齢：11歳

好きな教科：国語（特に、絵本を読むのが好きです）
苦手な教科：算数（特に割り算を解くのが苦手です）
担任から一言：成績：Ｂ　道徳：A　健康：C　学校活動：Ｂ　出席B

好きな遊び：縄跳びをするのが好きです。
好きな食べ物：ロンガン、パイナップル、牛乳
将来の夢：医者になりたいです。

住んでいる場所：コンポンスプー県コンピセイ郡  ヴィルコミュン
　　　　　　　　プライサバウ村
学校までの所要時間：徒歩で20分

家庭状況：現在、お母さんと祖母と暮らしています。お父さんは再婚しています。
兄弟はいません。

学校名：アンミンチェイ小学校
性別：女の子学年：小学校の６年生

備考 ：
　チョップ・スレイオンちゃんのおば
あさんはだんだん力が弱くなりまし
た。目もあまり見えません。毎日、スレ
イオンちゃんが、面倒見ています。
　お母さんは毎日縫製工場で働きに
行って夜遅くに帰ります。スレイオン
ちゃんは学校から帰ると、おばあさん
に昼食を準備したり、小さいめいに、
おかゆを食べさせたりしています。
　「スレイオンちゃんは毎日、私の服
を洗濯したり、水を運んだり、ご飯も
炊いたりしています。まだ、若いです
が、いろいろな仕事を手伝います。昼
間、よく私に童話を読んで聞かせま
す」とおばあさんは言いました。

2012年12月21日　
担当者：ニョウ・ピン80歳のおばあさんとの写真です。

一日の過ごし方：チョップ・スレイオンちゃんは毎朝６時頃起きます。家の清掃
をしたり、食器を洗ったりします。それから、水浴び、朝食を摂り、午前７時から
学校へ通います。昼食を摂ってから、ちょっと昼寝をします。それから、夕方まで
牛の世話に行きます。毎夜、晩ご飯を食べてから、本を読み、先生から出された
宿題をします。８時頃寝ます。

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
活
動
レ
ポ
ー
ト

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
活
動
レ
ポ
ー
ト

　
本
会
で
は
、
病
気
や
事
故
、
親
の
離
婚
等
に

よ
り
両
親
や
片
親
を
失
い
、
経
済
的
に
貧
し
い

環
境
に
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
学

校
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
二
〇
〇
三
年
に

「
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
」
を
創
設
、
一
月

末
日
現
在
三
百
五
十
人
の
子
ど
も
た
ち
を
教
育

支
援
し
て
い
る
。

　
一
月
十
六
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
中
の
二

本
松
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、
同
行

し
た
桑
原
淑
子
さ
ん
（
二
本
松
市
・
里
親
会

員
）
が
教
育
支
援
す
る
里
子
の
家
を
訪
問
し

た
。
珍
し
い
外
国
人
の
訪
問
に
、
い
つ
も
の
こ

と
な
が
ら
近
所
中
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て

し
ま
い
、
持
ち
あ
わ
せ
の
お
菓
子
な
ど
を
子
ど

も
た
ち
に
配
っ
た
。

　
桑
原
さ
ん
の
里
子
の
母
親
は
、
タ
イ
国
境
の
近

く
に
ト
マ
ト
畑
の
労
働
者
と
し
て
出
稼
ぎ
に
出

て
お
り
、
月
平
均
百
ド
ル
く
ら
い
の
収
入
と
い

う
こ
と
だ
が
、
諸
経
費
を
差
し
引
く
と
手
元
に

は
い
く
ら
も
残
ら
な
い
と
い
う
。
こ
う
し
た
厳

し
い
環
境
の
中
で
も
、
明
る
く
生
き
て
い
る
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
と
と
も
に
、

私
た
ち
も
励
ま
さ
れ
、
ホ
テ
ル
に
戻
っ
た
。

　
昨
年
十
一
月
、
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
の
遠
藤

啓
さ
ん
（
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
・
会
員
）
が
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
三
つ
の
小
学
校
を
訪
問
し
、
生
徒

た
ち
の
集
合
写
真
を
撮
っ
た
が
、
生
徒
た
ち
全

員
に
行
き
渡
る
よ
う
に
と
、
そ
の
写
真
を
日
本

で
プ
リ
ン
ト
し
た
。

　
一
月
十
七
日
～
十
八
日
、
そ
の
写
真
を
持
っ

て
根
岸
理
事
長
が
三
つ
の
小
学
校
を
訪
問
、
生

徒
た
ち
全
員
に
そ
の
写
真
を
手
渡
し
た
。
日
本

な
ら
集
合
写
真
は
機
会
あ
る
毎
に
撮
る
が
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
機
会
に
恵
ま

れ
て
い
な
い
。

　
写
真
を
も
ら
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
一
生
の

記
念
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

訪問した皆さんと村の人たち

工事中のイオンモール

カ
ン
ボ
ジ
ア

ニ
ュ
ー
ス

現
地
で
発
行
し
て
い
る
新
聞
や
情
報
誌
か
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ミ
ニ

業
省
に
よ
る
と
、
昨
年
一
月
か
ら

九
月
ま
で
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
車
両

ノ
ン
ペ
ン
に
本
格
的
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
の
誕
生
と
期
待
が
高
ま
っ
て
い

年
一
月
か
ら
九
月
ま
で
の
、
保
険
業
界

の
売
り
上
げ
総
額
は
二
千
六
百
万
ド
ル

ン
ボ
ジ
ア
の
コ
メ
輸
出
業
者
に
よ
る
と
、

昨
年
一
月
か
ら
九
月
ま
で
の
コ
メ
の
輸

ル
ポ
ト
政
権
の
イ
エ
ン･

サ
リ
元
副
首

相
の
妻
で
、
社
会
問
題
相
を
務
め
た
イ

輸
入
台
数
は
百
五
十
八
万
台
、
金
額
に
し
て

三
億
七
千
二
百
万
ド
ル
に
上
っ
た
と
い
う
。
前

年
比
で
、
台
数
に
し
て
二
〇
六
％
増
、
金
額
に

し
て
三
九
％
増
と
な
る
。
専
門
家
に
よ
る
と
、

こ
の
伸
び
率
は
市
場
の
需
要
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

経
済
成
長
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　
一
方
、
こ
の
数
ヶ
月
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
イ

タ
リ
ア
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
バ
イ
ク
メ
ー

カ
ー
の
参
入
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
市
場
の
大
部

分
を
占
め
て
い
た
日
本
製
バ
イ
ク
と
の
競
争
激

化
が
予
想
さ
れ
る
。

だ
。

　
イ
エ
ン
・
チ
リ
ト
被
告
は
、
特
別
法
廷
で
現
在
、

審
理
が
続
い
て
い
る
「
第
二
ケ
ー
ス
」
で
起
訴

さ
れ
た
四
人
の
被
告
の
う
ち
の
一
人
。
特
別
法

廷
は
、
同
被
告
の
病
状
が
悪
化
し
た
こ
と
を
受

け
、「
訴
訟
能
力
」
に
つ
い
て
審
理
を
重
ね
て
き

た
。

　
イ
エ
ン
・
チ
リ
ト
被
告
の
弁
護
団
に
よ
る
と

同
被
告
の
病
状
は
、
弁
護
を
す
る
に
当
た
り
必

要
な
、
本
人
の
意
思
確
認
が
極
め
て
難
し
く
、

指
示
も
与
え
ら
れ
な
い
状
態
だ
っ
た
と
い
う
。

る
。
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
は
、
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
を
老

舗
に
ソ
リ
ア
デ
パ
ー
ト
、
ソ
ヴ
ァ
ン
ナ
な
ど
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
と
い
っ
た
も
の
が

あ
る
が
、
ひ
と
つ
が
流
行
れ
ば
他
が
落
ち
込
み
、

ま
た
そ
の
品
揃
え
は
一
部
を
除
い
て
市
場
と
変

わ
ら
ず
、
テ
ナ
ン
ト
料
の
高
さ
か
ら
同
じ
も
の

が
市
場
よ
り
割
高
と
い
っ
た
も
の
で
「
買
う
客

よ
り
見
る
だ
け
」、
客
が
い
る
の
は
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
店
と
い
っ
た
状
態
が
続
い
て
い
る
。
見

た
目
の
街
の
変
化
の
割
に
は
そ
の
内
実
は
そ
れ

ほ
ど
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、商
品
の
質
も
「
安
か
ろ
う
、悪
か
ろ
う
」

と
い
う
域
を
で
て
い
な
い
。
日
本
並
み
の
「
買
っ

て
お
得
、
使
っ
て
安
心
」
と
な
る
と
さ
て
ど
こ

へ
行
く
か
、
と
迷
っ
て
し
ま
う
在
住
者
も
多
い
。

ま
た
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
も
ど
き
の
建
築

群
を
市
内
外
郭
に
見
る
が
、
こ
れ
も
シ
ャ
ッ
タ
ー

通
り
と
化
し
て
い
る
姿
を
よ
く
見
る
。
こ
う
し

た
中
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
が
二
〇
一
四
年
オ
ー
プ
ン

す
る
。

で
、
補
償
に
支
払
わ
れ
た
金
額
は
千
百
五
十
万

ド
ル
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
保
険
業
組
合
の
発
表
に
よ
る
と
、
保
険
の
売

り
上
げ
の
う
ち
最
も
多
か
っ
た
の
は
火
災
保
険

で
七
百
九
十
万
ド
ル
、
う
ち
補
償
に
あ
て
ら
れ

た
額
は
七
百
六
十
万
ド
ル
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
売
り
上
げ
は
、
車
両
保
険

五
百
十
万
ド
ル
、
医
療
保
険
四
百
万
ド
ル
、
個

人
の
傷
害
保
険
二
百
十
万
ド
ル
な
ど
。

出
は
、
少
な
い
な
が
ら
も
確
実
に
増
え
て
い
る

と
い
う
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
コ
メ
輸
出
業
者
連
盟

の
会
長
は
「
第
一
４
半
期
に
い
く
つ
か
の
コ
メ
業

者
が
今
年
も
大
規
模
な
水
害
が
あ
る
と
見
込
ん

で
、
コ
メ
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
輸
出
を
見
合
わ
せ

た
こ
と
が
総
量
に
響
い
て
い
る
」
と
話
す
。

　
あ
る
業
者
に
よ
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
輸

出
は
減
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
や
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
新
し
い
市
場
が
確
保
で
き

て
い
る
と
い
う
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
コ
メ
の
輸
出
量

は
前
年
同
期
比
一
％
増
の
十
二
万
百
五
十
四
ト

ン
、
輸
出
額
は
十
九
％
増
の
八
千
四
百
六
十
万

ド
ル
だ
っ
た
。

エ
ン
・
チ
リ
ト
被
告
（
80
）
が
、
拘
留
さ
れ
て

い
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
特
別
法
廷
か
ら
釈
放
さ
れ
た
。

特
別
法
廷
が
同
被
告
に
つ
い
て
「
認
知
症
で
あ

り
、
今
後
も
改
善
の
見
通
し
が
な
く
、
裁
判
を

受
け
ら
れ
る
状
態
で
な
い
」
と
判
断
し
た
た
め

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
車
両
の
輸
入
、
二
〇
〇
％
超
の
伸
び

プ
ノ
ン
ペ
ン
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
、
準
備
が
進
む

保
険
業
界
の
売
り
上
げ
、
九
ヶ
月
で
二
千
六
百
万
ド
ル

コ
メ
の
輸
出
は
増
え
て
い
る

「
認
知
症
」
の
被
告
を
釈
放

商

プ

昨カポ

写真をもらい喜ぶ生徒たち

遠
藤
啓
さ
ん
が
集
合
写
真
を
生
徒
全
員
に
寄
贈

2013年（平成25年）　3月1日（第69号）3



　本旅行は観光旅行では味わうこと
のできない現地の子ども達との交流
をはかることができます。
　特に本会が運営する児童養護施設
「夢ホーム」の子ども達が皆様をお
待ちしております。併せて学用品配
布などのボランティア活動にも参加
でき、思い出に残る充実した海外旅
行を楽しむことができます。旅行代
金も格安に設定しましたので、お気
軽にご参加ください。
　もちろんカンボジアといえば世界遺
産の宝庫、アンコールワット観光（オプ
ショナルツアー）も予定に入れました。
　なお、募集は原則として本会会員を
対象にしておりますので、参加され
る方は、事前に会員登録(一口5,000
円)が必要になります。

【旅行期間】平成25年7月3日（水）～9日（火）〈５泊７日〉
【募集定員】最少催行人員10名様（定員＝30名）

先着順で受け付け、定員になり次第締め切ります。
【滞在ホテル】ミッタピアプホテル(プノンペン)５泊
【利用空港】成田空港および関西空港など
【旅行日程】３日＝成田空港・関西空港などから乗り継ぎにてカンボジアの

プノンペン国際空港へ。
　　　　　　４日＝小学校を訪問、井戸贈呈式と学用品配布など
　　　　　　５日＝教育支援する里子の家を訪問
　　　　　　６日＝自由行動（オプショナルでアンコールワット観光あり）
　　　　　　７日＝夢ホーム訪問、セントラルマーケットで買い物
　　　　　　８日＝プノンペン市内観光後、夜８時頃チェックアウト⇒プノンペ

ン国際空港から帰国の途へ
　　　　　　９日＝早朝、成田・関西空港などに到着
【旅行代金】14万円～15万円を予定。＊現地までの航空券代、空港税、ビザ申請

代、現地での宿泊代、食事代、車代など、旅行にかかるほとんどの
費用を含みます。＊１人部屋希望者追加料金5泊で12,000円。＊日
帰りアンコールワット観光27,000円（希望者のみ）＊傷害保険は各
自でおかけください。

【締切日】平成25年5月20日(月)

第24回カンボジアふれあいの旅　参加者募集第24回カンボジアふれあいの旅　参加者募集

真珠のように輝く子供たちの瞳に出会ってみませんか？
「夢ホーム」で子ども達と楽しい交流・里子の家庭訪問・感動的な井戸の贈呈式・学用品配布・アンコールワット観光など

「夢ホーム」の子ども達が皆さんをお待ちしています

学校訪問では井戸贈呈式に出席します

三
月
〜
四
月
の
予
定

●
会
報
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」
三
月
一
日
付
第
六
十
九
号
発
行

●
第
二
十
三
回
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
の
旅
」（
三
月
六
日
～
十
二
日
）

●
第
四
回
ニ
ッ
タ
ク
夢
ホ
ー
ム
地
域
卓
球
大
会
（
三
月
十
日
・
現
地
夢
ホ
ー
ム
）

●
東
久
邇
宮
記
念
賞
授
与
式
並
び
に
懇
親
会
（
四
月
十
八
日
・
新
宿
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
）

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
十
周
年
記
念
活
動
報
告
会
並
び
に
懇
親
会

　（
四
月
二
十
日
・
市
谷
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
）

事
務
局
便
り

旅行企画☆特定非営利活動法人　21 世紀のカンボジアを支援する会
〒 176-0011　東京都練馬区豊玉上２− 25 −７− 203　　TEL：03 − 3991 − 2854
E-mail：info@aac21.net　http://www.aac21.net　　FAX：03 − 3557 − 1213

お問い合せ・
申し込み

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

学
用
品
を
現
地
の
学
校
で
配
布
し
た
り
、

子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
て
く
だ
さ
る
ツ
ア

ー
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー

は
、
年
三
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金

農
村
の
貧
し
い
子
ど
も
達
が
学
校
に
行
け

る
よ
う
に
と
教
育
資
金
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
る
里
親
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
金
額
は
年
間
三
万
円
〔
分

割
も
可
〕
で
す
。

  

会
員
と
し
て

・
個
人
会
員
（
年
額
一
口
五
千
円
）

・
法
人
会
員
（
年
額
一
口
一
万
円
）

・
里
親
会
員
（
年
額
三
万
円
）

会
員
の
皆
様
に
は
、
隔
月
発
行
す
る
本
会

の
会
報
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
」
を
発
行

の
都
度
郵
送
し
ま
す
。
会
費
の
送
付
は
、

郵
便
振
替
、
銀
行
振
込
み
、
現
金
書
留
で
。

〈
郵
便
振
替
口
座
名
〉

　
21
世
紀
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
会

〈
口
座
番
号
〉

　
０
０
１
３
０
︱
０
︱
１
６
０
９
１
６

※
銀
行
振
込
を
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
へ

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

※
郵
貯
銀
行
の
自
動
引
き
落
と
し
を
ご
希

望
の
方
は
事
務
局
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

■
今
年
は
本
会
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
り
、
丸
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
十
周
年
を

記
念
し
、
四
月
二
十
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
～
五
時
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
」
（
東
京
都

新
宿
区
市
谷
本
村
町
十
の
五
）
会
議
室
に
お
い
て
「
活
動
報
告
会
＆
懇
親
会
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
詳
細
は
別
紙
チ
ラ
シ
を
作
成
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
第
二
十
三
回
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
の
旅
」
は
十
人
の
会
員
さ
ん
が
参
加
し
て
三
月
六
日
に

出
発
（
十
二
日
帰
国
）
い
た
し
ま
す
。
旅
の
安
全
を
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

私
の
戦
争
体
験

投
　
稿

　
本
会
の
副
理
事
長
、
佃
井
庸
八
さ
ん
は

御
年
九
十
一
歳
、
年
に
三
回
実
施
さ
れ
る

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
ふ
れ
あ
い
の
旅
」
に
参
加

す
る
な
ど
、
今
も
な
お
現
役
で
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。
佃
井
さ
ん
か
ら
、
戦
争
体
験

の
原
稿
が
届
き
ま
し
た
の
で
、
し
ば
ら
く

連
載
い
た
し
ま
す
。
国
際
協
力
の
原
稿
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
読
者
の
皆
様
の
お
役

に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

佃 

井 

庸 

八

５

　
捕
虜
収
容
所
の
炊
事
場
で
は
、
男
女
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
原
住
民
を
数
人
雇
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
内
の
一
人
の
女
性
と
深
く
お
付
き
合

い
し
ま
し
た
。

　
一
日
の
作
業
が
終
わ
る
と
夜
に
収
容
所
を
出

て
、
山
越
え
谷
越
え
彼
女
の
家
に
行
き
、
家
族

と
も
交
流
し
ま
し
た
。
父
親
は
部
落
の
酋
長
で

し
た
。
彼
女
は
学
校
の
先
生
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
日
本
語
を
教
え
、
彼
女
か
ら
マ
レ
ー

語
を
習
い
ま
し
た
。

　
復
員
船
が
来
る
日
ま
で
毎
日
作
業
の
明
け
暮

れ
、
椰
子
の
木
の
夜
空
に
浮
か
ぶ
南
十
字
星
を

眺
め
て
は
故
郷
を
偲
び
歌
を
口
ず
さ
む
毎
日
で

し
た
が
、
待
ち
に
待
っ
た
復
員
船
が
パ
レ
パ
レ

港
に
接
岸
、
い
よ
い
よ
セ
レ
ベ
ス
島
と
も
お
別

れ
で
す
。

　
「
私
の
ラ
バ
サ
ン
酋
長
の
娘
、
色
は
黒
い
が

南
洋
じ
ゃ
美
人
」
。
彼
女
は
私
に
日
本
へ
帰
ら

ず
残
っ
て
く
れ
と
涙
し
て
訴
え
ま
し
た
が
、
私

は
長
男
で
家
を
守
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
ど
う
し
て

も
帰
る
と
言
い
ま
し
た
。
運
命
の
い
た
ず
ら
で

す
。
家
族
も
、
別
れ
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
目

に
い
っ
ぱ
い
涙
を
溜
め
て
い
ま
し
た
。

　
船
が
港
を
離
れ
、
船
が
北
に
向
か
う
ま
で
は

不
安
で
し
た
。
「
男
は
去
勢
さ
れ
、
米
国
に
連

れ
て
行
か
れ
る
」
と
い
う
噂
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。

　
南
支
邦
海
で
、
大
き
な
船
に
出
会
い
ま
し

た
。
多
分
、
復
員
船
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
約
十
五
日
間
の
船
旅
を
終
え
て
日
本
の
田
辺

港
に
着
き
、
畳
の
上
で
休
め
た
時
は
、
心
か
ら

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
祖
国
日
本
に
無
事
帰
っ
て
来
ら
れ

た
の
も
、
南
方
戦
線
で
生
死
を
越
え
て
共
に

戦
っ
た
戦
友
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。
特
に
戦
死

し
た
戦
友
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
、
筆
を
置

き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）

（
群
馬
県
桐
生
市
・
副
理
事
長
、
里
親
会
員
）

　本会では、夢ホーム始め現地活動を支えるため、
紙の募金箱を作成して皆様にご支援をお願いしてお
ります。
　折りたたみができ簡単に送ることができますの
で、ご家庭又はお部屋に一つ、貯金箱代わりに置い
ていただけませんか？貯まったお金は郵便局から振
替用紙を使って送金ができます。
（小銭は郵便局で数えてくれます）お電話いただけ
ればすぐに送ります。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
経
済
成
長
は
二
〇
〇
〇
年
～

二
〇
一
〇
年
ま
で
、
八
～
十
三
％
の
高
成
長
で

あ
る
。
二
〇
〇
九
年
は
〇
％
だ
っ
た
。
こ
の
と

き
は
い
わ
ゆ
る
、
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
た
時
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
六
～
七
％
の
成
長
率
。
パ
ソ
コ

ン
の
普
及
率
、
携
帯
電
話
（
ｉ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
）

は
日
本
と
同
じ
ス
ピ
ー
ド
で
普
及
、
さ
ら
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
な
ど
で
世
界
の
情
勢
を

知
る
若
者
が
増
え
た
。

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
は
日
本
と
変
わ
ら
な
い

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
本

の
ひ
と
昔
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
兵
庫
県
宝
塚
市
・
理
事
、
中
野
　
勝
）

トゥッサナー・カンボジア

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
お
し
ゃ
れ
た
ち
！

＊
ト
ゥ
ッ
サ
ナ
ー
と
は
観
察
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。

現地の日本語
情報紙より

荒地になっている開発予定地（プノンペン市内　ボンコック湖）

　
日
本
の
個
人
金
融
資
産
が
一
五
〇
〇
兆
円

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
当
て
に
し

て
、
日
本
政
府
は
毎
年
四
十
兆
円
も
の
新
規

国
債
を
発
行
し
て
い
る
。
い
ま
や
、
国
と
地

方
を
合
わ
せ
る
と
一
〇
〇
〇
兆
円
を
超
え
る

累
積
債
務
を
抱
え
て
い
る
の
が
、
わ
が
国
の

お
寒
い
財
布
の
中
身
だ
。

　
歳
出
が
九
十
兆
円
を
超
え
る
国
家
予
算
に

対
し
て
税
収
が
四
十
兆
円
程
度
、
足
ら
な
い

分
、
赤
字
国
債
で
帳
尻
を
合
わ
せ
る
や
り
方

が
、
も
う
二
十
年
も
続
い
て
い
る
。

　
一
五
〇
〇
兆
円
の
六
割
を
、
六
十
代
以
上

の
年
配
者
が
保
有
し
て
い
る
そ
う
だ
。
融
資

や
投
資
の
呼
び
か
け
も
数
多
い
こ
と
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
違
法
な
形

で
行
な
わ
れ
る
海
外
へ
の
投
資
話
だ
。

　
昨
年
末
に
フ
ジ
テ
レ
ビ
が
緊
急
特
番
を
組

み
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
舞
台
の
違
法
な
投
資
の

実
態
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
。
そ
の
番
組
が

放
送
さ
れ
る
直
前
、
年
末
の
挨
拶
の
た
め
カ

ン
ボ
ジ
ア
王
国
大
使
館
を
訪
問
、
大
使
館
員

か
ら
番
組
が
放
送
さ
れ
る
と
知
ら
さ
れ
た
。

大
使
館
に
も
取
材
に
来
た
と
い
う
。

　
実
は
、
昨
年
三
月
一
日
付
け
の
会
報
に

「
う
ま
い
儲
け
話
に
ご
用
心
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
掲
載
し
た
が
、
文
中
、
違
法
な
投
資
が

横
行
し
て
い
て
、
国
民
セ
ン
タ
ー
が
注
意

喚
起
し
て
い
る
と
伝
え
た
。
そ
の
時
の
会

社
社
長
は
す
で
に
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
そ

う
だ
が
、
今
度
の
事
件
は
別
な
業
者
に
よ

る
ら
し
く
、
被
害
も
よ
り
深
刻
な
様
相

だ
。

　
番
組
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
土
地
と
コ

ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
を
一
億
五
千
万
円
で
購
入

し
た
、
九
州
に
お
住
ま
い
の
男
性
（
六
十

代
）
を
取
材
し
て
い
た
。
仲
介
し
た
日
本

側
の
会
社
社
長
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

じ
、
彼
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
投
資
会
社
に
騙

さ
れ
た
と
訴
え
て
い
た
。

  

更
に
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
記
者
が
カ
ン
ボ

ジ
ア
を
訪
れ
、
こ
の
男
性
が
購
入
し
た
と

さ
れ
る
土
地
と
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
を
取
材

し
た
が
、
土
地
の
開
発
は
全
く
さ
れ
て
な

く
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
も
ま
だ
未
完
成
で

あ
っ
た
ば
か
り
か
、
取
材
し
た
カ
メ
ラ
マ

ン
が
警
備
員
に
フ
ィ
ル
ム
を
没
収
さ
れ
る

な
ど
、
取
材
さ
れ
て
は
困
る
何
ら
か
の
事

情
が
あ
る
の
で
は
と
勘
ぐ
ら
れ
て
も
仕
方

な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
こ
の
投
資
会
社
は
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
王
室
の
紋
章
を
勝
手
に
使
い
、

契
約
者
を
信
用
さ
せ
て
い
た
よ
う
だ
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
公

認
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
う
た
っ
て
勧
誘

し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
種
の
民
間
事

業
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
が
公
認
を
与
え
る

こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
。

  

こ
の
よ
う
な
架
空
の
投
資
話
の
被
害
者

た
ち
は
、
近
々
被
害
届
け
を
警
察
に
出
す

そ
う
だ
が
、
投
資
し
た
お
金
が
戻
っ
て
く

る
保
証
は
な
い
。

　
経
済
発
展
著
し
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
だ
が
、

大
半
の
国
民
は
い
ま
だ
貧
困
に
あ
え
い
で

い
る
。
日
本
同
様
、
格
差
が
拡
大
す
る
傾

向
に
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
置
か
れ
て
い

る
現
状
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
こ
の
よ
う
な
根
拠
の
な
い
投
資
話
に

ひ
っ
か
か
る
人
も
少
な
く
な
る
と
は
思
う

の
だ
が
。

（
公
式
ブ
ロ
グ
「
メ
コ
ン
の
風
に
吹
か
れ
て
」
よ
り
引
用
）

にせの投資話にはくれぐれもご注意を
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